
第４号様式 

 

事業実績書 

事業名 シンナカ彩生プロジェクト 

場所 新仲見世商店街（沼津市大手松４丁目） 

期間   ２０１９年４月２４日 ～ ２０２０年３月３１日 

 日程 実施項目・作業項目 

事 

業 

内 
容 

 

 

 

 

 

5 月 

 

 

 

 

 

6～3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/28 

 

 

 

11/1-29 

 

 

 

 

1/10 

 

 

 

12/14 

※ 実施内容、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、スケジュールも併せてわかりやすく記載

してください。 

 イベントや研修会等の行事日程だけでなく、事業期間すべてにわたる実施内容を記入してください。

(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会など) 

 

＜ミーティング＞ 

●研究テーマの整理（5/13、5/28） 

 商店街コアメンバーと市役所関係者との打合せ。本事業の進め方に係る協議や

関係事業の確認等を行った。検討内容が多岐にわたるため、定例ミーティングを

１～２週間に１回程度、開催していくこととした。また、専門家の候補者選考と

打診も行った。 

 

●アーケード撤去と街路灯整備等に関する検討協議 

 専門家を交えた定例ミーティングにおいて、アーケード撤去や新たな街路灯の

整備の工事計画、東京電力や銀座通り商店街など関係者との交渉・調整協議、市

が行う道路改良工事との計画調整、資金の調達検討・計画作成などについて、断

続的に協議を実施。 

（6/4、7/1、7/22、8/1、8/9、8/19、8/26、9/9、9/17、9/26、10/8、10/15、11/11、

11/18、11/26、12/2、12/9、12/17、1/10、1/17、2/3、2/13、2/21、3/5、3/12、

3/19、3/27） 

 

●商店街全体ミーティング 

 検討途中で、進捗状況の説明や大きな方向性の意見聴取、確認・合意等を行う

ため、商店街会員及沿道オーナーを集めた全体会議を開催した。 

 

＜道路空間活用の社会実験＞ 

 道路上にテーブルやイスを常設する社会実験を、市と一般社団法人 lanescape

と連携して実施し、アーケード撤去後の道路空間活用の可能性や有効性等につい

て検証を行った。 

 

＜街路灯の試行実験＞ 

 新たに設置する街路灯を選定するため、製造メーカー協力のもと、複数の候補

機種を試行した。 

 

＜事業周知イベント開催＞ 

 「昭和レトロ冬まつり」のイベントとあわせて、事業周知を図った。 

 

 

 

 

 

 



事業効果 

※ 事業の効果を記載してください。 

  ソフト部門のステップアップ型事業・ハード部門４事業については、事業計画書において設定した、

成果指標と数値目標による評価を記載してください。 

 

 今年度はアーケード撤去及びその後の整備・活用等に係る検討・準備作業が中

心であったため、工事や計画を実行する次年度以降に効果検証を行っていく。 

今後の活動予定 

 

次年度（令和２年度）に商店街としてアーケード撤去と街路灯改良の工事を、

市が道路改良工事を予定していることから、引き続き、ステップアップ型事業の

中で、円滑な工事遂行とともに、道路空間の再編と有効活用を具現化し、商店街

の賑わいや集客に繋げられるよう検討を進めていく。 

自己評価 

 

工事検討に関して、アーケード上に東京電力の共架設備があり、この調整対応

に多くの時間が費やされ、資金計画も大幅な見直しが必要になるなど、ハード面

に係る検討・協議が大半を占めることになった。本ファンドを活用し、専門家や

市関係者と一緒になって検討を進められたことで、何とか計画を前進させること

が出来た。 

また、ハード面の見通しは立ってきたものの、撤去後の道路空間活用の組織や

仕組みなど、ソフト面に関する検討が不十分のまま終了してしまい、具体的な方

策が見通せていないことが課題として残ったため、継続して行う次年度事業にお

いて、検討を重ねていきたい。 

 

 


